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肝心な時にいかに動くか
人が真価を問われる時はどのような時だと思いますか。私はその一つが“肝心な時に

いかに動くか”だと思っています。では、肝心な時にどう動くか？知り合いになった警

察署長さんは次のように話していました。まず、大切なことは、感情的にならずに対応

すること。次にいくつかの視点で物事を見たり、情報を得たりすること。そして、素早

く判断、動くことだそうです。言葉でいうのは簡単ですが、これはなかなか難しいこと

だともおっしゃっていました。

自分に余裕がないと怒り

口調になりがちです。怒り

口調になると相手が萎縮し、

情報が入らなくなります。

また、余裕がないと一面だ

けにとらわれ、視点を変え

て見ることができなくなり

ます。そうなると判断にミ

スをする恐れが出てきます。

教育相談の恩師は、「人の

話を聴けない時は冷静では

ない。」とおっしゃっていま

した。肝心な時ほど話をき

ちんと聴けているか確認し

ながら、冷静に対応したい

です。

《祝！ＮＨＫ杯兼全国放送コンテスト県予選１位》

ＮＨＫ杯兼全国放送コンテストの県予選会が開催され、本校放送同好会がアナ

ウンス部門、朗読部門ともに１位となり、全国大会出場を決めました。

おめでとうございます。


